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三

号 

 

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

米
軍
の
岩
国
基
地
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日 

提 

出 

者 衆 

議 

院 

議 

長 

船 
 

田 
 
 

中 
殿 

 

一 

 



 

と
こ
ろ
が
、
わ
が
日
本
社
会
党
の
調
査
に
よ
り
、
米
軍
岩
国
基
地
に
核
兵
器
を
含
む
核
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る

と
の
重
大
な
確
証
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
(1)
米
軍
岩
国
基
地
の
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｘ
ダ
ッ
シ
ュ

6
の
貯
蔵
庫
は
、
二
重

の
フ
ェ
ン
ス
、
監
視
塔
、
照
明
灯
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
換
気
口
は
赤
色
で
半
地
下
式
と
な

つ
て
お
り
、
米
軍
の
事
故
防
止
点
検
表
記
載
の
核
貯
蔵
庫
の
た
め
の
保
安
要
領
と
合
致
す
る
。

(2)
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
核
・ 

佐
藤
内
閣
総
理
大
臣
及
び
福
田
外
務
大
臣
は
、
「
沖
繩
返
還
協
定
の
根
底
を
な
す
も
の
は
日
米
の
信
頼
関
係
で 

あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
沖
繩
の
核
抜
き
返
還
に
つ
い
て
は
、
日
米
共
同
声
明
第
八
項
及
び
協
定
第
七
条
に
よ
つ
て

十
分
で
あ
り
、
協
定
第
七
条
の
積
算
基
礎
は
な
い
。
そ
し
て
核
撤
去
の
方
法
、
時
期
、
査
察
は
必
要
で
は
な
く
、

返
還
時
に
い
つ
さ
い
核
は
な
く
、
も
し
協
定
の
根
底
で
あ
る
核
抜
き
に
つ
い
て
疑
い
が
生
ず
れ
ば
、
佐
藤
内
閣
の

重
大
な
責
任
で
あ
る
」
と
言
明
し
た
。 

 
米
軍
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岩
国
基
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関
す
る
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三 

 



 

四 

Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｘ
ダ
ッ
シ
ュ

6
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
及
び
換
気
口
の
赤
色
が
十
七
日
午
後
二
時
頃
塗
り
替
え
ら
れ

た
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
。 

生
物
・
化
学
兵
器
）
部
隊
が
米
軍
岩
国
基
地
に
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
米
軍
の
電
話
帳
に
よ
つ
て
明
ら
か
で

あ
る
。
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
委
員
会
報
告
で
は
、
米
国
の
場
合
、
部
隊
確
認
に
は
米
軍
電
話
帳
を
使
つ
て
お
り
、
こ
れ

は
機
密
事
項
で
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
つ
て
い
る
。
そ
し
て
米
国
務
省
も
同
じ
方
法
で
確
認
し
て
い
る
。 

五 

国
会
の
調
査
団
派
遣
に
つ
い
て
、
政
府
は
米
国
側
に
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
。 

三 

前
述
の
部
隊
及
び
兵
舎
の
存
在
に
つ
い
て
米
国
に
確
認
を
求
め
る
こ
と
。 

一 

政
府
は
米
軍
の
岩
国
基
地
駐
留
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
核
の
存
在
に
つ
い
て
米
国
に
対
し
確
め
た
こ
と
が
あ
る

か
。 

二 

政
府
は
米
軍
岩
国
基
地
の
電
話
帳
を
公
開
す
る
こ
と
。 

よ
つ
て
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
答
弁
を
要
求
す
る
。 

四 

 



 

 

五 

右
質
問
す
る
。 




